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(57)【要約】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技
術(RAT)間情報を提供することは、第1のRATに従って動
作する第1の基地局において、第1の基地局と異なる第2
の基地局によって実装される、第1のRATと異なる第2のR
ATに関するデバイス機能情報、システム構成情報、また
はシステムパラメータ情報を判定することと、第1のRAT
のワイヤレス通信チャネルを介して第2のRATに関するデ
バイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ
情報を第1の基地局によって送信することとによって達
成され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供する方法で
あって、
　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基地
局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シス
テム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するステップと、
　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイス
機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を前記第1の基地局によって送信す
るステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記デバイス機能情報が、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記システム構成情報が、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
利用率のうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記システムパラメータ情報が、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法
。
【請求項５】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が互いに遠隔に配置される、請求項1に記載の方法
。
【請求項６】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するフェムト基地局、またはIEEE80
2.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイントのう
ちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記フェムト基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイ
ントのうちの他方である、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情
報を判定するステップが、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信することと、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定することと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情
報を判定するステップが、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視することと、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定することと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
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　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するための
装置であって、
　　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基
地局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シ
ステム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定することと、
　　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を前記第1の基地局によって送信
することと
　を行うように構成された少なくとも1つのプロセッサと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合されたメモリと
を含む、装置。
【請求項１１】
　前記デバイス機能情報が、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含む、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記システム構成情報が、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
利用率のうちの少なくとも1つを含む、請求項10に記載の装置。
【請求項１３】
　前記システムパラメータ情報が、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項10に記載の装
置。
【請求項１４】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が互いに遠隔に配置される、請求項10に記載の装置
。
【請求項１５】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項10に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するフェムト基地局、またはIEEE80
2.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイントのう
ちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記フェムト基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイ
ントのうちの他方である、請求項10に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信することと、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定することと
を行うように構成されることによって、前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システ
ム構成、またはシステムパラメータ情報を判定するように構成される、請求項10に記載の
装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視することと、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定することと
を行うように構成されることによって、前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システ
ム構成、またはシステムパラメータ情報を判定するように構成される、請求項10に記載の
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装置。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するための
装置であって、
　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基地
局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シス
テム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するための手段と、
　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイス
機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を前記第1の基地局によって送信す
るための手段と
を含む、装置。
【請求項２０】
　前記デバイス機能情報は、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システム構成情報は、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
利用率のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システムパラメータ情報は、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項19に記載の装
置。
【請求項２１】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項19に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するフェムト基地局、またはIEEE80
2.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイントのう
ちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記フェムト基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイ
ントのうちの他方である、請求項19に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情
報を判定するための前記手段が、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信するための手段と、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定するための手段と
を含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情
報を判定するための前記手段が、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視するための手段と、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定するための手段と
を含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２５】
　少なくとも1つのプロセッサによって実行されるとき、前記少なくとも1つのプロセッサ
に、ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するため
の動作を実行させるコードを含む非一時的コンピュータ可読記録媒体であって、
　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基地
局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シス
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テム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するためのコードと、
　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイス
機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を前記第1の基地局によって送信す
るためのコードと
を含む、非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項２６】
　前記デバイス機能情報は、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システム構成情報は、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
利用率のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システムパラメータ情報は、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項25に記載の非
一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項２７】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項２８】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するフェムト基地局、またはIEEE80
2.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイントのう
ちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記フェムト基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイ
ントのうちの他方である、請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項２９】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情
報を判定するための前記コードが、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信するためのコードと、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定するためのコードと
を含む、請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項３０】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情
報を判定するための前記コードが、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視するためのコードと
、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判定するためのコードと
を含む、請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の態様は、一般に電気通信に関し、より詳細には、マルチ無線アクセス技術(RAT
)展開環境などに関する。
【背景技術】
【０００２】
　音声、データなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために、ワイヤレス通信
システムが広く展開されている。通常のワイヤレス通信システムは、利用可能なシステム
リソース(たとえば、帯域幅、送信電力など)を共有することによって、複数のユーザとの
通信をサポートすることが可能な多元接続システムである。そのような多元接続システム
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の例は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割
多元接続(FDMA)システム、直交周波数分割多元接続(OFDMA)システムなどを含む。これら
のシステムは、しばしば、第3世代パートナーシッププロジェクト(3GPP)、3GPPロングタ
ームエボリューション(LTE)、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、エボリューション
データオプティマイズド(EV-DO)、米国電気電子技術者協会(IEEE)などの仕様書に準拠し
て展開される。
【０００３】
　セルラーネットワークでは、マクロスケール基地局(またはマクロノードB(MNB))は、特
定の地理的エリアにわたって多数のユーザに接続およびカバレージを提供する。特定の地
理的領域にわたって良好なカバレージを提供するために、マクロネットワーク展開が慎重
に計画され、設計され、実施される。しかしながら、そのように慎重に計画する場合であ
っても、特に屋内環境では、フェージング、マルチパス、シャドーイングなどのチャネル
特性に十分に対応することはできない。したがって、屋内ユーザは、カバレージ問題(た
とえば、呼停止および品質劣化)に直面することが多く、結果としてユーザ体感が不十分
になる。
【０００４】
　住宅およびオフィスビルなどのためにセルラーカバレージを屋内で拡張するために、従
来のマクロネットワークを補い、モバイルデバイスのためのよりロバストなワイヤレスカ
バレージを提供しようと、最近になって、付加的なスモールカバレージ、通常は低電力の
基地局が展開され始めている。これらのスモールカバレージ基地局は、通常、漸進的な容
量の増大、より豊富なユーザエクスペリエンス、屋内のカバレージまたは他の特定の地理
的カバレージなどのために展開される、フェムト基地局、フェムトノード、フェムトセル
、ピコノード、マイクロノード、ホームノードBまたはホームeNB(まとめて、H(e)NB)など
と呼ばれる。他のスモールカバレージ基地局は、IEEE802.11x通信プロトコルのうちの1つ
に従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)アクセスポイント(AP)(
いわゆる、「Wi-Fi」デバイス)などの様々なモバイルデバイスにワイヤレス通信を提供す
るために展開される場合もある。そのようなスモールカバレージ基地局は、たとえば、デ
ジタル加入者線(DSL)ルータまたはケーブルモデムを介して、インターネットおよび/また
はモバイル事業者のネットワークに接続される場合がある。
【０００５】
　混在した無線アクセス技術(RAT)環境(たとえば、混在した3G、4G、およびWi-Fiのスモ
ールセル展開)では、全体的なシステム容量およびユーザエクスペリエンスを最適化する
ために様々なRATを効率的に使用する必要がある。しかしながら、通常、システム選択の
ために、各RAT上の「負荷」のみがユーザデバイスに通知される。このことにより、ユー
ザデバイスは、たとえば、そのローカルWi-Fiが過負荷をかけられているかどうかを判定
し、代わりにセルラー3G/4G接続に移動することが可能になるが、場合によっては、他のR
ATに関する情報がほとんどまたはまったく提供されない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、システム選択のためのRAT間情報通知の改善、ならびにユーザデバイスお
よびネットワークノードの機能のより効率的な使用に備え得る負荷分散の必要性が残る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するための
システムおよび方法が開示される。
【０００８】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する方法が開示される。本方法
は、たとえば、第1のRATに従って動作する第1の基地局において、第1の基地局と異なる第
2の基地局によって実装される、第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、
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システム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するステップと、第1のRATのワ
イヤレス通信チャネルを介して第2のRATに関するデバイス機能、システム構成、またはシ
ステムパラメータ情報を第1の基地局によって送信するステップとを含み得る。
【０００９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供するための装置も開示される。
この装置はたとえば、少なくとも1つのプロセッサと、少なくとも1つのプロセッサに結合
されたメモリとを備えてよい。少なくとも1つのプロセッサは、第1のRATに従って動作す
る第1の基地局において、第1の基地局と異なる第2の基地局によって実装される、第1のRA
Tと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、システム構成情報、またはシステムパラ
メータ情報を判定することと、第1のRATのワイヤレス通信チャネルを介して第2のRATに関
するデバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を第1の基地局によっ
て送信することとを行うように構成され得る。
【００１０】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供するための別の装置も開示され
る。本装置は、たとえば、第1のRATに従って動作する第1の基地局において、第1の基地局
と異なる第2の基地局によって実装される、第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス
機能情報、システム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するための手段と、
第1のRATのワイヤレス通信チャネルを介して第2のRATに関するデバイス機能、システム構
成、またはシステムパラメータ情報を第1の基地局によって送信するための手段とを含み
得る。
【００１１】
　少なくとも1つのプロセッサによって実行されるとき、少なくとも1つのプロセッサに、
ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供するための動作を実行させるコー
ドを含むコンピュータ可読媒体も開示される。本コンピュータ可読媒体は、たとえば、第
1のRATに従って動作する第1の基地局において、第1の基地局と異なる第2の基地局によっ
て実装される、第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、システム構成情報
、またはシステムパラメータ情報を判定するためのコードと、第1のRATのワイヤレス通信
チャネルを介して第2のRATに関するデバイス機能、システム構成、またはシステムパラメ
ータ情報を第1の基地局によって送信するためのコードとを含み得る。
【００１２】
　添付の図面は、本開示の様々な態様の説明を助けるために提示され、態様の限定ではな
く、態様の例示のためにのみ提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】多元接続通信の原理を示す例示的なワイヤレス通信ネットワークを示す図である
。
【図２】マクロセルとともにスモールセルが展開される例示的な混在した通信ネットワー
ク環境を示す図である。
【図３】マルチRAT展開環境におけるマルチRAT通知のための2つの例示的なスモールセル
基地局の構成を示す図である。
【図４】マルチRAT展開環境におけるマルチ無線アクセス技術(RAT)通知のために構成され
た、異なるが物理的にまたは論理的に「同じ場所に配置された(co-located)」基地局を含
むスモールセルノードの一例を示す図である。
【図５】ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する例示的な方法を示す
シグナリングフロー図である。
【図６】ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する別の例示的な方法を
示すシグナリングフロー図である。
【図７】ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する、基地局のための例
示的な方法を示す流れ図である。
【図８】ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を利用する、ユーザデバイスの
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ための例示的な方法を示す流れ図である。
【図９】例示的な通信システムのワイヤレスデバイス間のワイヤレス通信の原理をより詳
細に示す図である。
【図１０】一連の相互に関係する機能モジュールとして表される例示的な基地局装置を示
す図である。
【図１１】一連の相互に関係する機能モジュールとして表される例示的なユーザデバイス
装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本開示の態様は、以下の説明および特定の開示された態様を対象とする関連する図面に
おいて提供される。本開示の範囲から逸脱することなく、代替の態様が考案され得る。加
えて、さらに関連性のある詳細を不明瞭にしないように、本開示のよく知られている態様
は詳細に説明されない場合があるか、または省略される場合がある。
【００１５】
　本明細書で使用する用語は、特定の態様について説明することのみを目的としており、
本開示を限定するものではない。本明細書で使用される単数形「a」、「an」、および「t
he」は、文脈が別段に明確に示すのでなければ、複数形を含むものとする。さらに、「含
む(comprises)」、「含んでいる(comprising)」、「含む(includes)」、および/または「
含んでいる(including)」という用語は、本明細書で使用すると、述べられた特徴、整数
、ステップ、動作、要素、および/または構成要素の存在を明示するが、1つまたは複数の
他の特徴、整数、ステップ、動作、要素、構成要素、および/またはそれらのグループの
存在または追加を排除しないことが理解されよう。
【００１６】
　さらに、多くの態様が、たとえばコンピュータデバイスの要素によって実行されるべき
一連の動作に関して説明される。本明細書で説明する様々な動作は、特定の回路(たとえ
ば、特定用途向け集積回路(ASIC))によって、1つもしくは複数のプロセッサによって実行
されるプログラム命令によって、または両方の組合せによって実行され得ることを認識さ
れよう。加えて、本明細書において説明されるこれらの一連の活動は、実行されると、本
明細書において説明される機能を関連するプロセッサに実行させる、コンピュータ命令の
対応するセットを記憶している、任意の形態のコンピュータ可読記憶媒体内で完全に具現
化されると見なされ得る。したがって、本開示の様々な態様は、特許請求される主題の範
囲内にすべて入ることが企図されているいくつかの異なる形態で具現化され得る。加えて
、本明細書で説明する態様ごとに、任意のそのような態様の対応する形態について、たと
えば、説明する動作を実行する「ように構成された論理」として本明細書で説明すること
がある。
【００１７】
　本明細書で説明する技法は、マルチRATワイヤレス通信ネットワーク環境において様々
なユーザデバイスに無線アクセス技術(RAT)間情報を提供する。それぞれのRATに従って動
作する各基地局は、ユーザデバイスによるシステムの選択と、個々のネットワークデバイ
ス間の負荷分散とをより容易にするために、その近傍で動作する他のRATに関連する特定
の情報を近接するユーザデバイスに通知するか、またはさもなければ提供するように構成
され得る。
【００１８】
　これらの技法は、マクロスケールカバレージ(たとえば、一般にマクロセルネットワー
クと呼ばれる、3Gまたは4Gネットワークなどの広域セルラーネットワーク)と、より小規
模のカバレージ(たとえば、認可帯域および/または無認可帯域の通信プロトコルに従って
動作する、住宅ベースまたはビルベースのネットワーク環境)とを含むネットワーク内で
利用され得る。ユーザデバイスがそのようなネットワークを移動するとき、ユーザデバイ
スは、あるロケーションではマクロカバレージを提供する基地局によって、他のロケーシ
ョンではより小規模のカバレージを提供する基地局によって、サービスされ得る。上記の
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背景技術で簡単に説明したように、より小規模のカバレージ基地局は、かなりの容量の増
大、屋内のカバレージ、および場合によっては、よりロバストなユーザエクスペリエンス
のための異なるサービスを提供するために使用され得る。本明細書の説明では、比較的大
きい領域にわたってカバレージを提供する基地局は通常、マクロ基地局と呼ばれるが、比
較的小さい領域(たとえば、住宅)にわたってカバレージを提供する基地局は通常、フェム
ト基地局およびワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)アクセスポイント(AP)を含
むスモールセル基地局と呼ばれる。マクロ基地局またはスモールセル基地局に関連付けら
れたセルは、マクロセル、スモールセルなどと呼ばれ得る。いくつかのシステム実装形態
では、各セルは、1つまたは複数のセクタにさらに関連付けられ(たとえば、分割され)得
る。
【００１９】
　様々な用途において、他の用語がマクロ基地局、スモールセル基地局、ユーザデバイス
、および他のデバイスを参照するために使用され得ることと、そのような用語の使用が一
般に、説明する態様またはさもなければ本明細書の説明によって容易になる態様に関して
、特定の技術を援用するかまたは除外するものではないこととが諒解されよう。たとえば
、マクロ基地局は、マクロノード、ノードB、発展型ノードB(eノードB)、マクロセルなど
として構成されるか、または代替的にそのように呼ばれ得る。フェムト基地局は、フェム
トノード、ホームノードB、ホームeノードB、フェムトセルなどとして構成されるか、ま
たは代替的にそのように呼ばれ得る。WLAN APは、WLAN基地局、Wi-Fi AP、802.11APなど
として構成されるか、または代替的にそのように呼ばれ得る。ユーザデバイスは、デバイ
ス、ユーザ機器(UE)、加入者ユニット、加入者局(STA)、移動局、モバイルデバイス、ア
クセス端末などとして構成されるか、または代替的にそのように呼ばれ得る。便宜上、本
明細書の開示では、一般的な「基地局」および「ユーザデバイス」の文脈で様々な機能に
ついて説明する傾向があり、これは、説明の特定の文脈によって別段に規定されていない
限り、すべてのワイヤレスシステムにおいて対応する技術および用語をカバーするものと
する。
【００２０】
　図1は、多元接続通信の原理を示す例示的なワイヤレス通信ネットワークを示す。例示
されたワイヤレス通信ネットワーク100は、いくつかのユーザ間の通信をサポートするよ
うに構成される。図示されるように、ワイヤレス通信ネットワーク100は、例示されたセ
ル102A～102Gなどの1つまたは複数のセル102に分割され得る。セル102A～102G内の通信カ
バレージは、例示された基地局104A～104Gなどの1つまたは複数の基地局104によって提供
され得る。このように、各基地局104は、対応するセル102に通信カバレージを提供し得る
。基地局104は、例示されたユーザデバイス106A～106Lなどの複数のユーザデバイス106と
やりとりし得る。
【００２１】
　各ユーザデバイス106は、ダウンリンク(DL)および/またはアップリンク(UL)上で基地局
104のうちの1つまたは複数と通信し得る。一般に、DLは基地局からユーザデバイスへの通
信リンクであるが、ULはユーザデバイスから基地局への通信リンクである。基地局104は
、それらが相互に、および/または他のネットワーク装置と通信することを可能にする適
切な有線またはワイヤレスのインターフェースによって相互接続され得る。したがって、
各ユーザデバイス106は、基地局104のうちの1つまたは複数を介して別のユーザデバイス1
06と通信する場合もある。たとえば、ユーザデバイス106Jは、ユーザデバイス106Hと以下
の方法で通信し得る。ユーザデバイス106Jは基地局104Dと通信する場合があり、次いで、
基地局104Dは基地局104Bと通信する場合があり、次いで、基地局104Bはユーザデバイス10
6Hと通信する場合があり、ユーザデバイス106Jとユーザデバイス106Hとの間で通信を確立
することができる。
【００２２】
　ワイヤレス通信ネットワーク100は、大きい地理的領域にわたってサービスを提供し得
る。たとえば、セル102A～102Gは、近傍内の数ブロック、または地方環境における数平方
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マイルをカバーし得る。上述のように、いくつかのシステムでは、各セルは1つまたは複
数のセクタ(図示せず)にさらに分割され得る。さらに、基地局104は、ユーザデバイス106
に、それらのそれぞれのカバレージエリア内で、インターネットまたは別のセルラーネッ
トワークなどの他の通信ネットワークへのアクセスを提供し得る。さらに上述したように
、各ユーザデバイス106は、通信ネットワークを介して音声またはデータを送受信するた
めにユーザによって使用される、ワイヤレス通信デバイス(たとえば、モバイル電話、ル
ータ、パーソナルコンピュータ、サーバ、等)であってよく、代替で、アクセス端末(AT)
、移動局(MS)、ユーザ機器(UE)等と呼ばれ得る。図1に示す例では、ユーザデバイス106A
、106H、および106Jはルータを含むが、ユーザデバイス106B～106G、106I、106K、および
106Lはモバイル電話を含む。しかしながら、やはり、ユーザデバイス106A～106Lの各々は
、任意の適切な通信デバイスを含み得る。
【００２３】
　図2は、マクロセルとともにスモールセルが展開される例示的な混在した通信ネットワ
ーク環境を示す。ここで、マクロ基地局205は、マクロエリア230内で、例示されたユーザ
デバイス220、221、および222などの1つまたは複数のユーザデバイスに通信カバレージを
提供する場合があるが、スモールセル基地局210、212は、それぞれのスモールセルエリア
215および217内でそれ自体の通信カバレージを提供する場合があり、重なりの程度は異な
るカバレージエリア間で変化する。この例では、例示のために、スモールセル基地局210
は、セルラーカバレージを提供するフェムト基地局として示されるが、スモールセル基地
局212は、Wi-Fiカバレージを提供するWLAN APとして示される。さらに、例示されたユー
ザデバイス222などの少なくともいくつかのユーザデバイスは、マクロ環境(たとえば、マ
クロエリア)とより小規模のネットワーク環境(たとえば、宅内、フェムトエリア、ピコエ
リアなど)の両方において動作することが可能であり得る。特定のスモールセルノードは
、関連付けおよび/または登録の場合などの何らかのやり方で限定される場合があること
と、それゆえ、いくつかのスモールセルは、代替的に、限定加入者グループ(「CSG」:Clo
sed Subscriber Group)セルと呼ばれる場合があることとが諒解されよう。
【００２４】
　図示された接続では、ユーザデバイス220は、メッセージを生成し、ワイヤレスリンク
を介してメッセージをマクロ基地局205に送信する場合があるが、このメッセージは、様
々なタイプの通信(たとえば、音声、データ、マルチメディアサービスなど)に関連する情
報を含む。ユーザデバイス222は同様に、ワイヤレスリンクを介してフェムト基地局210と
通信する場合があり、ユーザデバイス221は同様に、ワイヤレスリンクを介してWLAN AP21
2と通信する場合がある。マクロ基地局205は、有線リンクを介して、またはワイヤレスリ
ンクを介して対応するワイドエリアまたは外部ネットワーク240(たとえば、インターネッ
ト)と通信する場合もあるが、スモールセル基地局210および212は同様に、それ自体の有
線リンクまたはワイヤレスリンクを介してネットワーク240と通信する場合もある。たと
えば、スモールセル基地局210および212は、デジタル加入者線(DSL、たとえば、非対称DS
L(ADSL)、高データレートDSL(HDSL)、超高速DSL(VDSL)などを含む)、IPトラフィックを搬
送するTVケーブル、電力線ブロードバンド(BPL:broadband over power line)接続、光フ
ァイバ(OF)リンク、または何らかの他のリンクなどを介して、インターネットプロトコル
(IP)接続によってネットワーク240と通信し得る。
【００２５】
　ネットワーク240は、たとえば、次のネットワーク、すなわち、インターネット、イン
トラネット、ローカルエリアネットワーク(LAN)、またはワイドエリアネットワーク(WAN)
を含む、任意のタイプの電子的に接続されたグループのコンピュータおよび/またはデバ
イスを含み得る。さらに、ネットワークへの接続性は、たとえば、リモートモデム、イー
サネット(登録商標)(IEEE802.3)、トークンリング(IEEE802.5)、ファイバ分散データリン
クインターフェース(FDDI)、非同期転送モード(ATM)、ワイヤレスイーサネット(登録商標
)(IEEE802.11)、Bluetooth(登録商標)(IEEE802.15.1)、または何らかの他の接続によるこ
とができる。本明細書で使用するネットワーク240は、公衆インターネット、インターネ
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ット内のプライベートネットワーク、インターネット内のセキュアネットワーク、プライ
ベートネットワーク、公衆ネットワーク、付加価値ネットワーク、イントラネットなどの
ネットワーク変形形態を含む。特定のシステムでは、ネットワーク240は、仮想プライベ
ートネットワーク(VPN)も含み得る。
【００２６】
　したがって、マクロ基地局205、ならびに/またはスモールセル基地局210および212の一
方もしくは両方は、複数のデバイスまたは方法のうちのいずれかを使用してネットワーク
240に接続され得ることが諒解されよう。これらの接続は、ネットワークの「バックボー
ン」または「バックホール」と呼ばれる場合がある。無線ネットワークコントローラ(RNC
)、基地局コントローラ(BSC)、または別のデバイスもしくはシステム(図示せず)などのデ
バイスは、2つ以上のマクロ基地局間、スモールセル基地局間などの通信を管理するため
に使用され得る。このように、ユーザデバイス221は、ユーザデバイス221の現在のロケー
ションに応じて、たとえば、マクロ基地局205によって、フェムト基地局210によって、ま
たはWLAN AP212によって通信ネットワーク240にアクセスし得る。
【００２７】
　そのそれぞれのワイヤレスエアインターフェースのために、マクロ基地局205およびス
モールセル基地局210、212は、それらの基地局が展開されるネットワークに応じて、いく
つかのRATのうちの1つに従って動作し得る。これらのネットワークは、たとえば、符号分
割多元接続(CDMA)ネットワーク、時分割多元接続(TDMA)ネットワーク、周波数分割多元接
続(FDMA)ネットワーク、直交FDMA(OFDMA)ネットワーク、およびシングルキャリアFDMA(SC
-FDMA)ネットワークなどを含み得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は
、互換的に使用されることが多い。CDMAネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス
(UTRA)、cdma2000などの無線技術を実装し得る。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA(登録商標))
および低チップレート(LCR)を含む。cdma2000は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-85
6規格をカバーする。TDMAネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録
商標):Global System for Mobile Communications)などの無線技術を実装し得る。OFDMA
ネットワークは、Evolved UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11、IEEE802.16、IEEE802.20、Flash-
OFDM(登録商標)などの無線技術を実装し得る。UTRA、E-UTRA、およびGSM(登録商標)は、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS)の一部である。ロングター
ムエボリューション(LTE)は、E-UTRAを使用するUMTSのリリースである。UTRA、E-UTRA、G
SM(登録商標)、UMTS、およびLTEは、「第3世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)と
いう名称の組織の文書に記載されている。cdma2000は、「第3世代パートナーシッププロ
ジェクト2」(3GPP2)という名称の組織の文書に記載されている。
【００２８】
　図3は、マルチRAT展開環境におけるマルチRAT通知のための2つの例示的なスモールセル
基地局の構成を示す。この例では、WLAN AP310は、フェムト基地局330の近傍ではなく、
それから離れて展開される。WLAN AP310は、(たとえば、IEEE802.11xプロトコルに従って
)1つまたは複数のSTA350にサービスする場合があり、フェムト基地局330は、(たとえば、
3G/4Gセルラー通信プロトコルに従って)1つまたは複数のUE370にサービスする場合がある
。STA350およびUE370は、説明のために単数形で示されているが、任意の数のユーザデバ
イスを含み得る。
【００２９】
　一般に、WLAN AP310およびフェムト基地局330は各々、オーバージエア接続およびバッ
クホール接続に関連するサービスを提供および処理するための様々な構成要素を含む。た
とえば、WLAN AP310は、STA350とのオーバージエア通信用のトランシーバ312と、フェム
ト基地局330および他のネットワークデバイスとのバックホール通信用のバックホールコ
ントローラ314とを含み得る。これらの構成要素は、メモリ318とともにプロセッサ316の
指示のもとに動作する場合があり、たとえば、これらの要素のすべてが、バス320などを
介して相互接続され得る。同様に、フェムト基地局330は、UE370とのオーバージエア通信
用のトランシーバ332と、WLAN AP310および他のネットワークデバイスとのバックホール
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通信用のバックホールコントローラ334とを含み得る。これらの構成要素は、メモリ338と
ともにプロセッサ336の指示のもとに動作する場合があり、たとえば、これらの要素のす
べてが、バス340などを介して相互接続され得る。
【００３０】
　加えて、WLAN AP310は、フェムト基地局330に関連するフェムト情報322をさらに含み、
フェムト基地局330は、同様に、WLAN AP310に関連するWLAN情報342を含む。図示されるよ
うに、フェムト情報322は、フェムト基地局330によって実装される3G/4GセルラーRATに関
連するデバイス機能情報324、フェムト基地局330によって実装される3G/4GセルラーRATに
関連するシステム構成情報326、および/またはフェムト基地局330によって実装される3G/
4GセルラーRATに関連するシステムパラメータ情報328を含み得る。逆に、WLAN情報342は
、WLAN AP310によって実装されるWLAN RATに関連するデバイス機能情報344、WLAN AP310
によって実装されるWLAN RATに関連するシステム構成情報346、および/またはWLAN AP310
によって実装されるWLAN RATに関連するシステムパラメータ情報348を含み得る。このRAT
間情報は、ユーザデバイスによるシステムの選択と、個々のネットワークデバイス間の負
荷分散とをより容易にするために、STA350およびUE370などの近接するユーザデバイスに
通知されるか、またはさもなければ提供される場合がある。
【００３１】
　例として、デバイス機能情報は、多入力多出力(MIMO)機能、キャリアアグリゲーション
(CA)機能、電力増幅器(PA)機能、サポートされた標準バージョン(たとえば、LTE Rel.8、
Rel.9、Rel.10)などに関する情報を含み得る。たとえば、WLAN AP310は、STA350のうちの
1つよりも好ましい場合がある、MIMOおよびCAなどのフェムト基地局330の異なる3G/4Gセ
ルラー機能を通知し得る。システム構成情報は、Wi-Fi a/b/n、帯域幅利用率、送信(Tx)
電力利用率などのサポートされた動作モードを含み得る。たとえば、802.11a Wi-Fiだけ
を除くWi-FiをサポートするUE370のうちの1つは、必要な場合、特にサービス用の他の802
.11a Wi-Fi APを探索するためにフェムト基地局330によって情報を提供され得る。別の例
として、WLAN AP310は20MHz帯域幅のみにおいて動作しているが、フェムト基地局330は40
MHz帯域幅を用いて(たとえば、CAモードで)動作している場合、この情報を認識させられ
たユーザデバイスは、WLAN AP310ではなくフェムト基地局330からのサービスを追跡する
ことを決定し得る。システムパラメータ情報は、タイミング、スクランブリングコード、
アクセスポイント識別子(たとえば、Wi-Fi SSID、フェムトAP CSG ID)、RFオペレーティ
ングチャネルなどの信号取得情報を含み得る。たとえば、WLAN AP310は、完全なセル探索
手順を回避することができるようにフェムト基地局330によって使用されている擬似ラン
ダム雑音(PN)オフセットをSTA350に提供し得る。
【００３２】
　他のRATに関する様々なデバイス機能、システム構成、およびシステムパラメータ情報
は、WLAN AP310およびフェムト基地局330によって近接するユーザデバイスに様々な方法
で配信され得る。通知される情報は、たとえば、制御チャネルを使用してブロードキャス
トされ得る。別の例として、通知される情報は、ユーザデバイスが接続モード(すなわち
、データを送信中/受信中)であるか、またはアイドル(スタンバイ)モードであるときなど
、専用または共有の制御チャネルまたはデータチャネルを使用して、接続されたユーザデ
バイスに直接送信され得る。このように、STA350およびUE370などのユーザデバイスは、
その近傍で動作する再選択候補をより十分に選択する際に、それらのユーザデバイスを助
けるための追加情報を提供され得る。
【００３３】
　様々なデバイス機能、システム構成、およびシステムパラメータ情報は、オーバージエ
アスニッフィング、ユーザデバイスメッセージング、バックホールベースの情報交換など
を介して、WLAN AP310およびフェムト基地局330によって様々な方法で判定される場合も
ある。たとえば、WLAN AP310およびフェムト基地局330は、対応するチャネル品質(たとえ
ば、受信信号強度)、ブロードキャストされたシステム情報などを判定するために、図3に
示す、それぞれのネットワークリッスンモジュール(NLM)329および349、または、他のRAT
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上(たとえば、対応するキャリア周波数上)の通信シグナリングを監視するための他の適切
な構成要素をさらに供給され得る。それに加えて、または代替的に、WLAN AP310およびフ
ェムト基地局330は、(たとえば、デュアルモードユーザデバイスなどの)他のRATからのそ
のような通信シグナリングを監視するために、またはさもなければ、(たとえば、ユーザ
デバイスが1つまたは複数の基地局上でキャンプオンされるか、またはこれらの基地局に
直接接続されるとき)他のRATに従って動作する1つまたは複数の基地局から特定の情報を
受信するために、STA350およびUE370に依拠し得る。次いで、ユーザデバイスは、任意の
関連情報を返報し得る。またさらに、WLAN AP310およびフェムト基地局330は、さらに図3
に示すように、そのそれぞれのバックホールコントローラ314、334を使用して、直接、ま
たは1つもしくは複数の中間サーバを介して、バックホール上で特定の情報を交換し得る
。
【００３４】
　図4は、マルチRAT展開環境におけるマルチRAT通知のために構成された、異なるが物理
的にまたは論理的に「同じ場所に配置された」基地局を含むスモールセルノードの一例を
示す。このように、スモールセルノード401は、それぞれの基地局を使用して、(たとえば
、IEEE 802.11xプロトコルに従った)WLANエアインターフェースと、(たとえば、LTEプロ
トコルに従った)3G/4Gセルラーエアインターフェースの両方を提供することができ得る。
たとえば、スモールセルノード401は、各々がホスト機能410と連動する、図示された、フ
ェムトモデム(FM)430と同じ場所に配置されたWLAN APモジュール420を含み得る。ホスト
機能410は、たとえば、WLAN APモジュール420およびFM430が各々、(説明のために単数形
で再び示された)STA450およびUE470と通信するために、そのそれぞれのRATに従って基地
局処理を実行し得る間、バックホール接続および処理に関連する様々なサービスを提供し
得る。いくつかの設計では、これらの構成要素のうちの1つまたは複数の機能が、図3に関
して上記でより詳細に説明したように、関連のデータまたは命令を記憶するように構成さ
れたメモリ(図示せず)とともに、トランシーバおよび1つまたは複数の汎用コントローラ
もしくはプロセッサに直接統合されるか、またはさもなければ、それらによって実行され
る場合があることが諒解されよう。
【００３５】
　図3の設計と同様に、それぞれのRATに従って動作する各基地局は、ユーザデバイスによ
るシステムの選択と、個々のネットワークデバイス間の負荷分散とをより容易にするため
に、その近傍で動作する他のRATに関連する特定の情報を近接するユーザデバイスに通知
するか、またはさもなければ提供するように別個に構成され得る。この点について、WLAN
 APモジュール420は同様に、FM430に関連するFM情報422を含み、FM430は同様に、WLAN AP
モジュール420に関連するWLAN情報432を含む。図示し上記でより詳細に説明したように、
FM情報422は、FM430によって実装される3G/4GセルラーRATに関連するデバイス機能情報42
4、FM430によって実装される3G/4GセルラーRATに関連するシステム構成情報426、および/
またはFM430によって実装される3G/4GセルラーRATに関連するシステムパラメータ情報428
を含み得る。逆に、WLAN情報432は、WLAN APモジュール420によって実装されるWLAN RAT
に関連するデバイス機能情報434、WLAN APモジュール420によって実装されるWLAN RATに
関連するシステム構成情報436、および/またはWLAN APモジュール420によって実装される
WLAN RATに関連するシステムパラメータ情報438を含み得る。
【００３６】
　WLAN APモジュール420およびFM430は、そのそれぞれのワイヤレス通信チャネルのうち
の1つまたは複数を使用して、そのそれぞれのFM情報422およびWLAN情報432を近接するデ
バイス(たとえば、STA450およびUE470)に送信するように構成され得る。様々なRATに関す
る様々なデバイス機能、システム構成、およびシステムパラメータ情報は、オーバージエ
アスニッフィング、ユーザデバイスメッセージング、バックホールベースの情報交換など
を介して、WLAN APモジュール420およびFM430によって様々な方法で判定される場合もあ
る。
【００３７】
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　図3～図4の例示的な設計に加えて、上記の説明は、第1のRATに従って動作する第1の基
地局および異なる第2のRATに従って動作する第2の基地局の他の構成を含む、またさらな
る設計に等しく適用されることが諒解されよう。
【００３８】
　図5は、ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する例示的な方法を示す
シグナリングフロー図である。概して、RAT間通知および関連の態様の以下の説明は、図3
のWLAN AP310およびフェムト基地局330の設計のコンテキストで提供される。しかしなが
ら、この説明は、図4の同じ場所に配置されたWLAN APモジュール420およびFM430の設計ま
たはさらに他の設計などの、第1のRATに従って動作する第1の基地局および異なる第2のRA
Tに従って動作する第2の基地局の異なる構成を含む、他の設計に等しく適用されることが
諒解されよう。
【００３９】
　この例では、WLAN AP310は、STA350がセル再選択を実行しフェムト基地局330に接続す
るために使用する、フェムト基地局330に関連するRAT間情報をSTA350のうちの1つに提供
する。
【００４０】
　具体的には、WLAN AP310は、最初に、その近傍で動作するフェムト基地局330によって
実装される3G/4GセルラーRATに関連する情報を取得する(シグナリング交換502)。この情
報は、3G/4GセルラーRATに関する様々なデバイス機能、システム構成、またはシステムパ
ラメータに関連する場合があり、たとえば、オーバージエアスニッフィングもしくはバッ
クホールベースの情報交換(図示せず)を介して、またはユーザデバイスメッセージングな
どによって、WLAN APモジュール420によって様々な方法で判定される場合がある。WLAN A
P310は、その後、取得された情報のすべてまたは一部をSTA350に送信する(シグナリング
交換504)。この送信信号は、たとえば、制御チャネルを使用してブロードキャストメッセ
ージを介して送信される場合や、専用または共有の制御チャネルもしくはデータチャネル
を使用してSTA350に直接送信される場合などがある。
【００４１】
　その後ある時点で、STA350は、その動作環境に、接続するか、またはさもなければハン
ドオーバされ得る、より好ましいシステムが存在するかどうかを判定するためにセル再選
択手順などとともに特定の処理を実行するために、取得された3G/4GセルラーRAT情報を利
用し得る(処理ブロック506)。たとえば、WLAN AP310は20MHz帯域幅のみにおいて動作して
いるが、フェムト基地局330が40MHz帯域幅を用いて(たとえば、CAモードで)動作している
ことをSTA350に知らされた場合、STA350は、WLAN AP310ではなくフェムト基地局330から
のサービスを受信することを決定し得る。接続または他のハンドオーバの決定が行われる
とき、STA350は、フェムト基地局330との接続を確立するために接続確立手順を始動し得
る(ブロック508)。
【００４２】
　図6は、ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する別の例示的な方法を
示すシグナリングフロー図である。やはり、概して、RAT間通知および関連の態様の以下
の説明は、図3のWLAN AP310およびフェムト基地局330の設計のコンテキストで提供される
。しかしながら、この説明は、図4の同じ場所に配置されたWLAN APモジュール420およびF
M430の設計またはさらに他の設計などの、第1のRATに従って動作する第1の基地局および
異なる第2のRATに従って動作する第2の基地局の異なる構成を含む、他の設計に等しく適
用されることが諒解されよう。
【００４３】
　この例では、フェムト基地局330は、UE370がセル再選択を実行しWLAN AP310に接続する
ために使用する、WLAN AP310に関連するRAT間情報をUE370のうちの1つに提供する。
【００４４】
　具体的には、フェムト基地局330は、最初に、その近傍で動作するWLAN AP310によって
実装されるWi-Fi RATに関連する情報を取得する(シグナリング交換602)。この情報は、Wi
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-Fi RATに関する様々なデバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータに関連
する場合があり、たとえば、オーバージエアスニッフィングもしくはバックホールベース
の情報交換(図示せず)を介して、またはユーザデバイスメッセージングなどによって、WL
AN APモジュール420によって様々な方法で判定される場合がある。フェムト基地局330は
、その後、取得された情報のすべてまたは一部をUE370に送信する(シグナリング交換604)
。この送信信号は、たとえば、制御チャネルを使用してブロードキャストメッセージを介
して送信される場合や、専用または共有の制御チャネルもしくはデータチャネルを使用し
てUE370に直接送信される場合などがある。
【００４５】
　その後ある時点で、UE370は、その動作環境に、接続するか、またはさもなければハン
ドオーバされ得る、より好ましいシステムが存在するかどうかを判定するためにセル再選
択手順などとともに特定の処理を実行するために、取得されたWi-Fi RAT情報を利用し得
る(処理ブロック606)。たとえば、UE370は、Wi-Fiをサポートする場合があるが、802.11n
 Wi-Fiだけは、フェムト基地局330によって提供される3G/4Gセルラーサービスよりも速い
データレートを提供する。したがって、WLAN AP310が802.11n動作モードをサポートする
ことをUE370に知らされた場合、UE370は、必要な場合、より速いデータレートのWi-Fiサ
ービスに安全に移行することができると判定し得る。接続または他のハンドオーバの決定
が行われるとき、UE370は、WLAN AP310との接続を確立するために接続確立手順を始動し
得る(ブロック608)。
【００４６】
　図7は、ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供する、基地局のための例
示的な方法を示す流れ図である。上記で説明したように、RAT間情報を提供する基地局は
、第1のRAT(たとえば、Wi-Fi RATまたは3G/4GセルラーRATのうちの一方)に従って動作す
る第1の基地局(たとえば、WLAN AP310またはフェムト基地局330のうちの一方)である場合
があり、RAT間情報は、異なる第2のRAT(たとえば、Wi-Fi RATまたは3G/4GセルラーRATの
うちの他方)に従って動作する第2の基地局(たとえば、WLAN AP310またはフェムト基地局3
30のうちの他方)に関連する場合がある。
【００４７】
　図示するように、第1のRATに従って動作する第1の基地局は、(第1の基地局と異なる)第
2の基地局によって実装される(第1のRATと異なる)第2のRATに関するデバイス機能情報、
システム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定し得る(ブロック702)。次いで
、第1の基地局は、第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して第2のRATに関するデバ
イス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を送信し得る(ブロック704)。
【００４８】
　上記でより詳細に説明したように、デバイス機能情報は、たとえば、第2の基地局の多
入力多出力機能またはキャリアアグリゲーション機能のうちの少なくとも1つを含み得る
。システム構成情報は、たとえば、第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域
幅利用率のうちの少なくとも1つを含み得る。システムパラメータ情報は、たとえば、第2
の基地局によって利用される信号取得タイミングまたはスクランブリングコードのうちの
少なくとも1つを含み得る。様々なシステム設計によれば、第1の基地局と第2の基地局は
、たとえば、図3の設計のように互いに遠隔に位置するか、または、依然として異なった
ままで、図4の設計のように物理的にもしくは論理的に同じ場所に配置される場合がある
。
【００４９】
　図7に戻ると、第2のRATに関するデバイス機能、システム構成、またはシステムパラメ
ータ情報を判定することが、様々な方法で実行され得る。たとえば、第1の基地局は、ユ
ーザデバイス(たとえば、第1の基地局と通信中のユーザデバイス)から第2のRATに関する
メッセージを受信し(オプションブロック706)、ユーザデバイスからのメッセージに基づ
いて第2のRATに関するデバイス機能、システム構成、またはシステムパラメータ情報を判
定する場合がある(オプションブロック708)。別の例として、第1の基地局は、第2の基地
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局からの通信信号(communication)を監視し(オプションブロック710)、第2の基地局から
の通信信号に基づいて第2のRATに関するデバイス機能、システム構成、またはシステムパ
ラメータ情報を判定する場合がある(オプションブロック712)。
【００５０】
　図8は、ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を利用する、ユーザデバイスの
ための例示的な方法を示す流れ図である。上記で説明したように、RAT間情報を受信する
ユーザデバイスは、たとえば、第1のRAT(たとえば、Wi-Fi RAT)に従って動作するWLAN AP
310と通信中のSTA350のうちの1つ、または異なる第2のRAT(たとえば、3G/4GセルラーRAT)
に従って動作するフェムト基地局330と通信中のUE370のうちの1つであり得る。
【００５１】
　図示するように、ユーザデバイスは、第1のRATに従って動作する第1の基地局から、第1
の基地局と異なる第2の基地局によって実装される、第1のRATと異なる第2のRATに関する
デバイス機能情報、システム構成情報、またはシステムパラメータ情報を受信し得る(ブ
ロック802)。ユーザデバイスは、その後、第2のRATに関する受信されたデバイス機能、シ
ステム構成、またはシステムパラメータ情報に基づいて第2の基地局との接続を確立し得
る(ブロック804)。
【００５２】
　図9は、例示的な通信システム900のワイヤレスデバイス910(たとえば、基地局)とワイ
ヤレスデバイス950(たとえば、ユーザデバイス)との間のワイヤレス通信の原理をより詳
細に示す。デバイス910において、いくつかのデータストリームのトラフィックデータが
、データソース912から送信(TX)データプロセッサ914に提供される。各データストリーム
は、次いで、それぞれの送信アンテナを介して送信され得る。
【００５３】
　TXデータプロセッサ914は、そのデータストリームに対して選択された特定のコーディ
ング方式に基づいて、各データストリームのトラフィックデータをフォーマットし、コー
ディングし、インターリーブして、コーディングされたデータを提供する。各データスト
リームのコーディングされたデータは、OFDM技法を使用してパイロットデータと多重化さ
れ得る。パイロットデータは、一般的には、既知の方法で処理される既知のデータパター
ンであり、チャネル応答を推定するために、受信機システムで使用され得る。次いで、多
重化されたパイロットおよび各データストリームのコーディングされたデータは、そのデ
ータストリームに対して選択された特定の変調方式(たとえば、BPSK、QSPK、M-PSK、また
はM-QAM)に基づいて変調(すなわち、シンボルマッピング)されて、変調シンボルが提供さ
れる。各データストリームのデータレート、コーディング、および変調は、プロセッサ93
0によって実行される命令によって決定され得る。データメモリ932は、プロセッサ930ま
たはデバイス910の他の構成要素によって使用されるプログラムコード、データ、および
他の情報を記憶し得る。
【００５４】
　次いで、すべてのデータストリームの変調シンボルは、TX MIMOプロセッサ920に与えら
れ、TX MIMOプロセッサ920は、さらに、(たとえば、OFDMのために)その変調シンボルを処
理し得る。その後、TX MIMOプロセッサ920は、NT個の変調シンボルストリームをNT個のト
ランシーバ(XCVR)922A～922Tに与える。いくつかの態様では、TX MIMOプロセッサ920は、
データストリームのシンボルと、そのシンボルがそこから送信されているアンテナとに、
ビームフォーミング重みを適用する。
【００５５】
　各トランシーバ922は、それぞれのシンボルストリームを受信し処理して、1つまたは複
数のアナログ信号を提供し、さらに、そのアナログ信号を調整(たとえば、増幅、フィル
タリング、およびアップコンバート)して、MIMOチャネルを通じて送信するのに適した変
調信号を提供する。その後、トランシーバ922A～922TからのNT個の変調信号が、NT個のア
ンテナ924A～924Tからそれぞれ送信される。
【００５６】
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　デバイス950において、送信された変調信号は、NR個のアンテナ952A～952Rによって受
信され、各アンテナ952から受信された信号は、それぞれのトランシーバ(XCVR)954A～954
Rに与えられる。各トランシーバ954は、それぞれの受信信号を調整(たとえば、フィルタ
リング、増幅、およびダウンコンバート)し、調整された信号をデジタル化してサンプル
を与え、さらにそのサンプルを処理して対応する「受信」シンボルストリームを与える。
【００５７】
　次いで、受信(RX)データプロセッサ960が、特定の受信機処理技法に基づいて、NR個の
トランシーバ954からNR個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、NT個の「被検
出」シンボルストリームを与える。次いで、RXデータプロセッサ960は、各被検出シンボ
ルストリームを復調し、デインターリーブし、復号して、データストリームのトラフィッ
クデータを再生する。RXデータプロセッサ960による処理は、デバイス910におけるTX MIM
Oプロセッサ920およびTXデータプロセッサ914によって実行される処理に対して相補的で
ある。
【００５８】
　プロセッサ970は、どのプリコーディング行列を使用すべきかを定期的に決定する(以下
で論じられる)。プロセッサ970は、行列インデックス部分およびランク値部分を含む逆方
向リンクメッセージを編成する。データメモリ972は、プロセッサ970またはデバイス950
の他の構成要素によって使用されるプログラムコード、データ、および他の情報を記憶し
得る。
【００５９】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび/または受信データストリームに関する
様々なタイプの情報を含み得る。その後、逆方向リンクメッセージは、データソース936
からいくつかのデータストリームのためのトラフィックデータも受信するTXデータプロセ
ッサ938によって処理され、変調器980によって変調され、トランシーバ954A～954Rによっ
て調整され、デバイス910に返送される。
【００６０】
　デバイス910において、デバイス950からの変調信号は、アンテナ924によって受信され
、トランシーバ922によって調整され、復調器(DEMOD)940によって復調され、RXデータプ
ロセッサ942によって処理されて、デバイス950によって送信された逆方向リンクメッセー
ジが抽出される。次いで、プロセッサ930は、ビームフォーミング重みを決定するために
どのプリコーディング行列を使用すべきかを決定し、次いで、抽出されたメッセージを処
理する。
【００６１】
　図9は、通信構成要素が、本明細書で教示するRAT間通知動作を実行する1つまたは複数
の構成要素を含み得ることも示す。たとえば、通信(COMM)構成要素990は、本明細書で教
示するように、RAT間情報を通知するか、またはさもなければ提供するために、プロセッ
サ930、および/またはデバイス910の他の構成要素と協働し得る。同様に、通信制御構成
要素992は、本明細書で教示するように、RAT間通知をサポートするために、プロセッサ97
0、および/またはデバイス950の他の構成要素と協働し得る。デバイス910および950の各
々に対して、説明した構成要素のうちの2つ以上の機能が、単一の構成要素によって提供
され得ることを諒解されたい。たとえば、単一の処理構成要素は、通信制御構成要素990
およびプロセッサ930の機能を提供する場合があり、単一の処理構成要素は、通信制御構
成要素992およびプロセッサ970の機能を提供する場合がある。
【００６２】
　(たとえば、添付の図面のうちの1つまたは複数に関して)本明細書で説明する機能は、
いくつかの態様では、添付の特許請求の範囲における、同様に指定された「手段」機能に
対応し得る。
【００６３】
　図10は、相互に関係する一連の機能モジュールとして表された、例示的な基地局装置10
00を示す。決定するためのモジュール1002は、少なくともいくつかの態様では、たとえば
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、本明細書で説明する処理システムに相当し得る。送信するためのモジュール1004は、少
なくともいくつかの態様では、たとえば、本明細書で説明する通信デバイス(たとえば、
送信機)に相当し得る。
【００６４】
　図11は、一連の相互に関係する機能モジュールとして表された例示的なユーザデバイス
装置1100を示す。受信するためのモジュール1102は、少なくともいくつかの態様では、た
とえば、本明細書で説明する通信デバイス(たとえば、受信機)に相当し得る。基地局との
接続を確立するためのモジュール1104は、少なくともいくつかの態様では、たとえば、本
明細書で説明する処理システムと連携した通信デバイス(たとえば、トランシーバ)に相当
し得る。
【００６５】
　図10および図11のモジュールの機能は、本明細書の教示と矛盾しない様々な方法で実装
される場合がある。いくつかの態様では、これらのモジュールの機能は、1つまたは複数
の電気構成要素として実装され得る。いくつかの態様では、これらのブロックの機能は、
1つまたは複数のプロセッサ構成要素を含む処理システムとして実装され得る。いくつか
の態様では、これらのモジュールの機能は、たとえば、1つまたは複数の集積回路(たとえ
ば、ASIC)の少なくとも一部分を使用して実装され得る。本明細書で説明するように、集
積回路は、プロセッサ、ソフトウェア、他の関連する構成要素、またはそれらの何らかの
組合せを含み得る。したがって、異なるモジュールの機能は、たとえば、集積回路の異な
るサブセットとして、1組のソフトウェアモジュールの異なるサブセットとして、または
それらの組合せとして実装され得る。また、(たとえば、集積回路の、および/または一組
のソフトウェアモジュールの)所与のサブセットが、2つ以上のモジュールのために機能の
少なくとも一部を提供する場合があることも諒解されたい。1つの固有の例として、装置1
000は、単一のデバイス(たとえば、ASICの様々なセクションを含む構成要素1002～1004)
を含み得る。別の具体的な例として、装置1000は、いくつかのデバイス(たとえば、あるA
SICを含む構成要素1002、および別のASICを含む構成要素1004)を含み得る。これらのモジ
ュールの機能はまた、本明細書で教示する何らかの他の方式で実装され得る。
【００６６】
　加えて、図10および図11によって表される構成要素および機能、ならびに本明細書に記
載された他の構成要素および機能は、任意の適切な手段を使用して実装される場合がある
。そのような手段はまた、少なくとも部分的に、本明細書で教示する対応する構造を使用
して実装され得る。たとえば、図10および図11の「ためのモジュール」構成要素とともに
上述された構成要素も、同様に指定された「ための手段」機能に相当する場合がある。し
たがって、いくつかの態様では、そのような手段のうちの1つまたは複数は、プロセッサ
構成要素、集積回路、または本明細書において教示された他の適切な構造のうちの1つま
たは複数を使用して実装される場合がある。
【００６７】
　いくつかの態様では、装置または装置の任意の構成要素は、本明細書で教示する機能を
提供するように構成され得る(またはそのように動作可能であり得るか、もしくはそのよ
うに適合され得る)。これは、たとえば、機能を提供するように装置もしくは構成要素を
製造する(たとえば、作製する)ことによって、機能を提供するように装置もしくは構成要
素をプログラミングすることによって、または何らかの他の適切な実装技法の使用を通し
て、達成され得る。一例として、必要な機能を提供するように、集積回路が作製され得る
。別の例として、集積回路は、必要な機能をサポートするように作製されてよく、その後
、必要な機能を提供するように(たとえばプログラミングを介して)構成されてよい。さら
に別の例として、必要な機能を提供するために、プロセッサ回路がコードを実行すること
ができる。
【００６８】
　本明細書において「第1の」、「第2の」などの呼称を用いる要素へのいかなる参照も、
一般的には、それらの要素の量または順序を限定するものではないことを理解されたい。
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むしろ、これらの呼称は、2つ以上の要素の間、または要素の実例の間を区別する都合の
よい方法として本明細書において用いられる場合がある。したがって、第1の要素および
第2の要素への参照は、そこで2つの要素しか利用できないこと、または何らかの形で第1
の要素が第2の要素に先行しなければならないことを意味しない。また、別段に記載され
ていない限り、一組の要素は1つまたは複数の要素を含むことができる。さらに、本説明
または特許請求の範囲において用いられる「A、B、またはCのうちの少なくとも1つ」また
は「A、B、またはCのうちの1つまたは複数」または「A、B、およびCからなる群のうちの
少なくとも1つ」という形の用語は、「AまたはBまたはCまたはこれらの要素の任意の組合
せ」を意味する。たとえば、この用語は、A、またはB、またはC、またはAおよびB、また
はAおよびC、またはAおよびBおよびC、または2A、または2B、または2Cなどを含むことが
できる。
【００６９】
　情報および信号が、多種多様な異なる技術および技法のいずれかを用いて表される場合
があることを当業者は理解するだろう。たとえば、上記の説明全体にわたって参照される
場合があるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、
電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任
意の組合せによって表され得る。
【００７０】
　さらに、本明細書に開示される態様に関して記載される、様々な例示の論理的ブロック
、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェアまたは両方の組合せとして実装できることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素
、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、一般的にそれらの機能に関してこれ
まで説明されてきた。そのような機能がハードウェアまたはソフトウェアとして実装され
るかどうかは、特定の用途および全体的なシステムに課せられる設計制約に依存する。当
業者は、説明された機能を各々の特定の応用分野について様々な方式で実装し得るが、そ
のような実装判断は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきではない。
【００７１】
　本明細書で開示する態様に関して説明した方法、シーケンス、および/またはアルゴリ
ズムは、ハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、ま
たはその2つの組合せで直接具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、RAMメモリ、フ
ラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハードディスク、
リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶
媒体内に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み込み、
記憶媒体へ情報を書き込むことができるように、プロセッサと結合される。代替として、
記憶媒体はプロセッサに一体化されてもよい。
【００７２】
　したがって、本開示の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいてRAT間情報を提供
するための方法を具現化するコンピュータ可読媒体を含むことができる。したがって、本
開示は、図示された例に限定されない。
【００７３】
　上記の開示は例示的な態様を示すが、添付の特許請求の範囲によって定義される本開示
の範囲から逸脱することなく、本明細書において様々な変更および改変がなされ得ること
に留意されたい。本明細書において説明された本開示の態様による方法クレームの機能、
ステップおよび/または動作は、特定の順序で実行される必要はない。さらに、いくつか
の態様は、単数形で説明または請求されていることがあるが、単数形への限定が明示的に
述べられていない限り、複数形が企図される。
【符号の説明】
【００７４】
　　100　ワイヤレス通信ネットワーク
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　　102A～102G　セル
　　104A～104G　基地局
　　106A～106L　ユーザデバイス
　　205　マクロ基地局
　　210　スモールセル基地局、フェムト基地局
　　212　スモールセル基地局、WLAN AP
　　215　スモールセルエリア
　　217　スモールセルエリア
　　220　ユーザデバイス
　　221　ユーザデバイス
　　222　ユーザデバイス
　　230　マクロエリア
　　240　通信ネットワーク
　　310　WLAN AP
　　312　トランシーバ
　　314　バックホールコントローラ
　　316　プロセッサ
　　318　メモリ
　　320　バス
　　322　フェムト情報
　　324　デバイス機能情報
　　326　システム構成情報
　　328　システムパラメータ情報
　　330　フェムト基地局
　　332　トランシーバ
　　334　バックホールコントローラ
　　336　プロセッサ
　　338　メモリ
　　340　バス
　　342　WLAN情報
　　344　デバイス機能情報
　　346　システム構成情報
　　348　システムパラメータ情報
　　349　ネットワークリッスンモジュール
　　350　STA
　　370　UE
　　401　スモールセルノード
　　410　ホスト機能
　　420　WLAN AP
　　422　FM情報
　　424　デバイス機能情報
　　426　システム構成情報
　　428　システムパラメータ情報
　　430　フェムトモデム
　　432　WLAN情報
　　434　デバイス機能情報
　　436　システム構成情報
　　438　システムパラメータ情報
　　450　STA
　　470　UE
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　　900　通信システム
　　910　ワイヤレスデバイス、基地局
　　912　データソース
　　914　送信データプロセッサ
　　920　TX MIMOプロセッサ
　　922A～922T　トランシーバ
　　924A～924T　アンテナ
　　930　プロセッサ
　　932　メモリ
　　936　データソース
　　938　TXデータプロセッサ
　　940　復調器
　　942　RXデータプロセッサ
　　952A～952R　アンテナ
　　954A～954R　トランシーバ
　　960　RXデータプロセッサ
　　970　プロセッサ
　　972　メモリ
　　980　変調器
　　990　通信構成要素
　　992　通信制御構成要素
　　1000　基地局装置
　　1002　決定するためのモジュール
　　1004　送信するためのモジュール
　　1100　ユーザデバイス装置
　　1102　受信するためのモジュール
　　1104　基地局との接続を確立するためのモジュール
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月6日(2016.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供する方法で
あって、
　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基地
局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シス
テム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するステップと、
　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイス
機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を前記第1の基地
局によって送信するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記デバイス機能情報が、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記システム構成情報が、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
利用率のうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
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　前記システムパラメータ情報が、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法
。
【請求項５】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が互いに遠隔に配置される、請求項1に記載の方法
。
【請求項６】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するスモールセル基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイント
のうちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記スモールセル基地局、また
はIEEE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセス
ポイントのうちの他方である、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前記システム構成情報、または前記シス
テムパラメータ情報を判定するステップが、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信することと、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定すること
と
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前記システム構成情報、または前記シス
テムパラメータ情報を判定するステップが、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視することと、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定することと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するための
装置であって、
　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合された少なくとも1つのメモリと
を備え、前記少なくとも1つのプロセッサおよび前記少なくとも1つのメモリが、
　　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基
地局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シ
ステム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定することと、
　　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を前記第1の基
地局によって送信することと
　を行うように構成された、装置。
【請求項１１】
　前記デバイス機能情報が、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含む、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記システム構成情報が、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
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利用率のうちの少なくとも1つを含む、請求項10に記載の装置。
【請求項１３】
　前記システムパラメータ情報が、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項10に記載の装
置。
【請求項１４】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が互いに遠隔に配置される、請求項10に記載の装置
。
【請求項１５】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項10に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するスモールセル基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイント
のうちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記スモールセル基地局、また
はIEEE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセス
ポイントのうちの他方である、請求項10に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つのプロセッサおよび前記少なくとも1つのメモリが、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信することと、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定すること
と
を行うように構成されることによって、前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前
記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定するように構成される、
請求項10に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのプロセッサおよび前記少なくとも1つのメモリが、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視することと、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定することと
を行うように構成されることによって、前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前
記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定するように構成される、
請求項10に記載の装置。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するための
装置であって、
　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基地
局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シス
テム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するための手段と、
　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイス
機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を前記第1の基地
局によって送信するための手段と
を含む、装置。
【請求項２０】
　前記デバイス機能情報は、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システム構成情報は、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅



(27) JP 2017-507608 A 2017.3.16

利用率のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システムパラメータ情報は、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項19に記載の装
置。
【請求項２１】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項19に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するスモールセル基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイント
のうちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記スモールセル基地局、また
はIEEE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセス
ポイントのうちの他方である、請求項19に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前記システム構成情報、または前記シス
テムパラメータ情報を判定するための前記手段が、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信するための手段と、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定するため
の手段と
を含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前記システム構成情報、または前記シス
テムパラメータ情報を判定するための前記手段が、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視するための手段と、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定するための手
段と
を含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２５】
　少なくとも1つのプロセッサによって実行されるとき、前記少なくとも1つのプロセッサ
に、ワイヤレス通信ネットワークにおいて無線アクセス技術(RAT)間情報を提供するため
の動作を実行させるコードを含むコンピュータ可読記録媒体であって、
　第1のRATに従って動作する第1の基地局において、前記第1の基地局と異なる第2の基地
局によって実装される、前記第1のRATと異なる第2のRATに関するデバイス機能情報、シス
テム構成情報、またはシステムパラメータ情報を判定するためのコードと、
　前記第1のRAT上のワイヤレス通信チャネルを介して前記第2のRATに関する前記デバイス
機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を前記第1の基地
局によって送信するためのコードと
を含む、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項２６】
　前記デバイス機能情報は、前記第2の基地局の多入力多出力機能またはキャリアアグリ
ゲーション機能のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システム構成情報は、前記第2の基地局のサポートされた動作モードまたは帯域幅
利用率のうちの少なくとも1つを含み、
　前記システムパラメータ情報は、前記第2の基地局によって利用される信号取得タイミ
ングまたはスクランブリングコードのうちの少なくとも1つを含む、請求項25に記載のコ
ンピュータ可読記録媒体。
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【請求項２７】
　前記第1の基地局と前記第2の基地局が物理的にまたは論理的に同じ場所に配置される、
請求項25に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項２８】
　前記第1の基地局は、セルラー通信RATに従って動作するスモールセル基地局、またはIE
EE802.11RATに従って動作するワイヤレスローカルエリアネットワークアクセスポイント
のうちの一方であり、
　前記第2の基地局は、セルラー通信RATに従って動作する前記スモールセル基地局、また
はIEEE802.11RATに従って動作する前記ワイヤレスローカルエリアネットワークアクセス
ポイントのうちの他方である、請求項25に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項２９】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前記システム構成情報、または前記シス
テムパラメータ情報を判定するための前記コードが、
　前記第1の基地局によって、前記第1の基地局と通信中のユーザデバイスから、前記第2
のRATに関するメッセージを受信するためのコードと、
　前記ユーザデバイスからの前記メッセージに基づいて前記第2のRATに関する前記デバイ
ス機能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定するため
のコードと
を含む、請求項25に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項３０】
　前記第2のRATに関する前記デバイス機能情報、前記システム構成情報、または前記シス
テムパラメータ情報を判定するための前記コードが、
　前記第1の基地局によって、前記第2の基地局からの通信信号を監視するためのコードと
、
　前記第2の基地局からの前記通信信号に基づいて前記第2のRATに関する前記デバイス機
能情報、前記システム構成情報、または前記システムパラメータ情報を判定するためのコ
ードと
を含む、請求項25に記載のコンピュータ可読記録媒体。



(29) JP 2017-507608 A 2017.3.16

10

20

30

40

【国際調査報告】



(30) JP 2017-507608 A 2017.3.16

10

20

30

40



(31) JP 2017-507608 A 2017.3.16

10

20

30

40



(32) JP 2017-507608 A 2017.3.16

10

20

30

40



(33) JP 2017-507608 A 2017.3.16

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  メフメット・ヤヴズ
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９２１２１－１７１４・サン・ディエゴ・モアハウス・ドライ
            ヴ・５７７５・クアルコム・インコーポレイテッド
(72)発明者  ラジャット・プラカシュ
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９２１２１－１７１４・サン・ディエゴ・モアハウス・ドライ
            ヴ・５７７５・クアルコム・インコーポレイテッド
Ｆターム(参考) 5K067 AA28  BB04  BB21  DD19  DD36  EE04  EE10  EE13  EE24  GG01 
　　　　 　　        HH24 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

